
[三訂版オリジ・スタンⅢ受基本問題7]

楕円
手
+薔 =1と焦点を共有ヒ 点(√ ,0を通る楕円の方程式を求めよ。

漸近線の方程式が ,夕 =″,焦点の座標が(5v7,Ol,(-5v2,0)で あり,かつ点 (´,0)を通る双曲線の方程式

と,pの値を求めよ。
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l~訓仮オリジ・スタンШ受基本Fpu8]

放物線″=ノ
2_ノ +1の頂点と焦点の座標,およ0準 線の方程式を求めよ。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受 問題A28]

α,夕 を実数とし,あ くαとする。焦点が(0,α ),準線が,=み である放物線をPで表す。

放物線 Pの方程式を求めよ。

焦点(0,a)を中心とする半径α―夕の円をCと する。このとき,円 Cと放物線Pの交点の座標を求めよ。

円Cと放物線 Pで囲まれた図形のうち,放物線Pの上側にある部分の面積を求めよ。  (″じ
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E訂版オリジ・スタンⅢ受問題A29]

点 Pけ,"が双曲線子
―ノ
2=1上を動くとき,点 R名

"と

点A",の との距離の最J道を/1alと する。

/1a)を αで表せ。

ノ(a)を αの関数とみなすとき,′ι平面上に曲線b=/(α)の概形をかけ。       (_1  佐 )在た)
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L訂版オリジ・スタンⅢ受 問題A30]

醜 ノ=″″+″ 鮪 円ノ+子 =1罐 するための雑 を″,″ を用いて表せ。

楕円″2+イ =1の直交する2つの接線の交点の軌跡を求めよ。

。)1解
'去

ll 0

解ラム2

11翡号n

zA r iet L-<

z'+ {f,"2+nf = I

4zj+m-tj+zwnz+ha-4
(r^'++)2"+ 2b.l/',( + (n"-+) =o
t*at tt. +'tBt { D =a
LrJ3 ! J<.

?/+ : C.a)-- (r'+ +)(f-+)
: n= nt* (*\"-+trtr +4 n 

> 
- tr )

- 4ft -4rtrr.6 = o
!,-( m2-lf1{ =6

p z&ti>.

2寺像ぃた[点 ζχ′Y) しおくヒ

X十 士1 喘ヒさ

■踊良  t― Y二 腋(たこx)
一ヽuπ―LX+Y

しτ“t

l)よ ')

F―
「
いXttYオ+4=。

晨2-(曖 x｀―を■XY ttΥ 2)● 4し。

(1-X2)f■ 2x Y欧 +て―Y2+4・ )=0

4キ緯 武`直たす3しき、

年 4ヽ機 ^籠く り

半

=― I

―Yヽ 4‐ =― |十 Xこ

X'十 Yユー5
な+、 CX,V)は

え与鷺L;― ―-0
,名 tィ .

X― =l aし 寺

Q`, Y==2
繊、し|′士つ 騰 准恙
1ま  0■ 満 Itす .
よ、マ

ギめζ棘応に

Я %じやマ
ヨ
ittL

lllF単
11い

 °喧`セ専+・せ。

沼atS(・ `。)し 遭像に _2 u ttИ =o
し̂ 庭 d は

」、

普

半径 卜=l

ボトすらしき

1卜 l

J…
lhl=

d= l" r,

=|

訂|ユ 2彙 して

r_庁 +今

エセ 
“
F― r+4--0_



L訓板オリジ・スタンⅢ受 P・LA31]

双曲線
子
―
半 =1を ″ とし ″

の″>0の部分を″prの ″<0の部分をれ とする。また,2猟 Pに,o

を通る傾き″の直線とする。

直線 2が 〃 と共有点を2個もつような″の範囲を求めよ。

直線2が Jflと 12の両方と共有点をもつような″の範囲を求めよ。

直線 2 とJlrtの共有点をPlと し,0と
「

2の共有点をP2と する。このとき,線分 PlP2の中点Mは,あ る2次

曲線 Cの上を動く。Cの方程式を求めよ。                     (20レ  十 日た
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受例題4]

放物線C:ノ2=4′″(′>0)の焦点F(′,0)を通る2直線21,22は互いに直交し,Cと

1は 2点 Pl,P2で,Cと 22は 2点 Ql,Q2で交わるとする。

)21の方程式を″=クノ+,と おき,Pl,P2の座標をそれぞれ (″ 1,,1),(″2'ノ2)と する。ノ1+ノ2'ノ 1ノ2を αと,

で表せ。
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[三訂版オリジ・スタンⅢ受問題B32]

2つの双曲線C:″2_ノ 2=1,″ :″2_ノ 2=_1を考える。双曲線″上の点P(s,oに対して,方程式s″―′ノ=1

まる直線をι とする。

直線ιは点 Pを通らないことを示せ。

直線ι と双曲線 Cは異なる2点 Q,Rで交わることを示し,△PQRの重心Gの座標をs,′ を用いて表せ。

121における3点 QQ,Rに 対して,△GQRの面積は点P(s,′)の位置によらず一定であることを示せ。
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L訂版オリジ・スタンⅢ受問題B33]

楕甲|:+ザ:=1・ >0,う >Ol_Lに 2点 A,Bがある。原点 0と直線ABの距離を力とする。
∠AOB=う の

とき,次の問いに答えよ。

)=て法π+議であることを示せ。

力をα,ι を用いて表せ。
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